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<H12-1-A:問題> 

 

次の文は、トランシットの器械誤差のうち、水平角の誤差の消去法を述べたものである。問違って

いるものはどれか。次の中から選べ。 

 

１. 視準軸誤差とは、トランシットの視準軸と、望遠鏡の視準線とが一致していないために 生じ

る誤差をいう。この誤差は、トランシットの正反観測の平均値をとることによって消去できる。 

２. 水平軸誤差とは、トランシットの水平軸と鉛直軸が直交していないために生じる誤差をいう。

この誤差は、トランシットの正反観測の平均値をとることによって消去できる。 

３. 鉛直軸誤差(または、垂直軸誤差)とは、トランシットの鉛直軸の方向が、鉛直線の方向に一致

していないときに生じる誤差をいう。この誤差は、トランシットの正反観測の平均値をとるこ

とによって消去できる。 

４. 目盛盤の偏心誤差とは、目盛盤の中心がトランシットの鉛直軸(回転軸)の中心と一致していな

いために生じる誤差をいう。この誤差は、トランシットの正反観測の平均値をとることによっ

て消去できる。 

５. 望遠鏡の偏心誤差(または、外心誤差)とは、望遠鏡の視準線がトランシットの鉛直軸の中心か

ら外れているために生じる誤差をいう。この誤差は、トランシットの正反観測の平均値をとる

ことによって消去できる。 
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<H12-1-B:問題> 

 

図1-1は,点Eにおいて∠FEGを観測しようとしたところ,点F及ぴ点Gの視通がとれないので,視通

のとれる位置に偏心して観測した時の各点の関係を示したものである。1～5 のうち,最も適切に描

かれている図を選べ。 

ただし,点F及び点Gからの観測は,点Eの偏心点を目標として観測する。また,図1-1の記号のψは

偏心角,eは偏心距離,αは観測角,Bは観測の中心,Cは標石の中心,Pは目標の中心,矢印は観測の方

向を示すものとする。 

 

図１－１ 
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<H12-1-C:問題> 

 

次の1～5は、標準的な公共測量作業規定に基づいて実施するトータルステーションを用いた2級基

準点測量の現地における作業の順序を示したものである。標準的な作業の順序として最も適当なも

のはどれか。次の中から選べ。 

 

１. 観測機器の点検→測量標の設置→踏査・選点→観測→標高の概算→座標の概算 

 

２. 観測機器の点検→踏査・選点→測量標の設置→観測→座標の概算→標高の概算 

 

３. 踏査・選点→測量標の設置→観測機器の点検→観測→標高の概算→座標の概算 

 

４. 踏査・選点→観測機器の点検→測量標の設置→観測→座標の概算→標高の概算 

 

５. 測量標の設置→踏査・選点→観測機器の点検→観測→座標の概算→標高の概算 
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<H12-1-D:問題> 

 

図1-2は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施するトータルステーションによる1級基準点

測量の観測手簿の一部である。この手簿の整理にあたって、図のア～エに入る語句と数値の組合せ

として正しいものはどれか。次の中から選べ。 

ただし、1級基準点測量における水平角観測の許容範囲は、倍角差15"、観測差8"、高度定数差10"

である。また、図中の*印は、許容範囲を超過した箇所を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ア イ ウ 工 

     

１. 観測差大につき抹消 4" 10" 5" 

２. 観測差大につき抹消 8" 9" 5" 

３. 倍角差大につき抹消 18" 8" 5" 

４. 倍角差大につき抹消 16" 4" 4" 

５. 倍角差大につき抹消 16" 5" 4" 


